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写真は空きスペースに
ご自由に掲載ください

当団体の活動概要

創立から６０年 山口市内を中心に、スカウト活動を実施。
日本ボーイスカウトは昨年１００周年、イギリスで始まる。
阿知須きらら浜公園で 2013年 日本ジャンボリー
2015年 世界ジャンボリー（世界152国、約３万４千人参加）

現在、50名の団員で活動中
〇指導者・スタッフ

団委員長、育成会長、隊長、副長 計１２名
〇スカウト

・ビーバースカウト隊１０名（小１，２年）
・カブスカウト隊１３名（小３～５年）
・ボーイスカウト隊１２人（小６、中１～３年）
・ベンチャー隊１名（高校1～３年）
・ローバ隊２名（大学生）２名

〇スカウト活動等(目標キーワード：「仲間」、「自然」、「挑戦」)
①野外活動センター：県内各地で年2～３回宿泊（キャンプ含む）
訓練、登山、魚釣り、ウォークラリー、国際交流等、様々な活動

②ボランティア活動：道路・海岸清掃、災害被災地の土砂撤去、
年末には、ユニセフ支援、災害被災地支援のための街頭募金等

③25WSJ（韓国：2023年）にベンチャー隊１名が参加

➡ 知識でなくリアルな自然体験の積み重ねから
リーダーシップ、協調性、たくましさなどを育む

ワクワク自然体験あそび2022
（県庁、亀山公園周辺でのウオークラリー）



区 分 ビーバー隊 カブ隊 ボーイ隊 ベンチャー隊

制 服

在籍期間 小学１年生から小学３年生から小学６年生から高校１年生から

活動のねらい
みんなとなかよ
くする
自然に親しむ

自分で考える自
分でやりぬく

技能を身につける
人のために役に立つ
自発的に活動する
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解決したい課題 創出したい成果・成果物

①指導者不足、高齢化、指導者のスキル向上
・スカウト隊員増加に伴い、活動に伴う安全確保が重
要であるが、指導者不足、高齢化が課題。

・指導者の全体会議(月に1～2回）を実施しているが、
指導者不足、高齢化の解消と将来の活動持続のため、
指導者養成の方策を検討し、計画的な実施が必要。

・ボーイスカウト山口連盟、日本連盟主催の指導者講
習会は毎年数回開催されているが、参加者が少ない。
積極的な参加を促す方策が必要。

・スカウトの保護者に、将来の指導者になって欲しい
が活動への支援への理解が得にくい。

②情報発信、ＨＰの見直し
・ボーイスカウト活動の素晴らしさをもっとＰＲし隊
員の新規募集だけでなく、将来、指導者になりうる
人材の発掘につながる情報発信の仕方をもっと模索
すべき。

・日本ボーイスカウト山口県連盟山口第３団
HP(https://yamaguchi3dan.jimdosite.com/)
近年、HPの見直しを保護者の有識者の支援で行
ったが、プロボノさんにご意見をいただきたい。
特に、HPを最新版としてのアップが継続でき、更新
が簡単な方策があれば取得したい。

③活動の拠点、倉庫等の確保
テント等、活動のための資材の保管場所が3か所と
分散しており、活動の運営が非効率。

①指導者不足、高齢化解消、スキルアップ
〇将来、ボーイスカウトの指導者、サポー
ターへの動機づけ及び指導者のスキル
アップの方策

②情報発信、HPの見直し
〇指導者が、活動のお知らせや報告を随時
アップでき、最新の情報を保持できる
ノウハウの取得

〇SNSの利用拡大のためFB、ﾗｲﾝの活用方
法。参加者の有無の一覧作成、活動状
況の保護者への情報発信 等

③活動拠点等の環境アップ
○活動するための拠点、倉庫等の確保
○行政等からの支援策

求める人材

■持続可能で責任が持てる団体を目指すにあ
たり、ご指導していただける方。

■効率的で、わかりやすい情報発信を行うた
め、HPの見直しを指導していただける方。

■将来的な指導者育成に繋がるノウハウなど
をご指導していただける方
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支援受入期間 11月以降 期間は２～３ケ月程度

支援受入のスタイル 〇 リモート（Web会議、メール、電話）での支援
（月２回程度のリモート会議（11月～））
参加していただくプロボノさんと課題を共有していただき、解決策のア
ドバイスをいただきたい。

〇 リレー（①→②）方式の支援
可能な範囲で11月～1月の活動において、課題別プロボノさんにリレー

方式で参加していただき、課題に対する解決策のアドバイスをお願いした
い。

①指導者の確保 等 ➡ ②HP等の見直し

参考）1月は宿泊訓練、その他は1日での活動（４回程度）の予定

支援受入の希望曜日
希望開始時間

平日： 19:00～ （Web会議）

休日： 土・日・祝日 19:00～ （Web会議）

打合せの開催頻度 月1～２回程度

現地支援について 支援受入 可・否

受入希望タイミング： 開始時 ・ 実施中 ・ 終了後 ・ いつでも
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NPO法人つなぐ

当団体の活動概要

長門市から進学就職で出て行った若者が戻っていないことに対策すべく、長門市にも働く先があ
ること、挑戦している人がいることを発信したり、キャリア教育・ICT利活用のお手伝いを行って
います。テーマは「戻って来たくなる長門市」「長門市でイキイキと働く人を増やす」です。

【定款にある目的】
若者一人一人が輝く未来をつくるため、地元への就職・創業が実現できる環境を整え、「まち」

「ひと」「しごと」のハブ機能を構築し、地域の未来を自ら創造できる人材の育成に寄与すること



解決したい課題 創出したい成果・成果物

報告書の作成、HPでの記事掲載、SNSでの発信
など情報発信をやっているつもりであるが、活動
して5年。今だに言われているのが

「何をしているのかわからない」です。

1．NPOの活動報告書のブラッシュアップ
⇒アニュアルレポートとして作成
市への提出、総会での共有、HPでの掲載を目

指したい
（参考）現在のものは次ページに掲載

※お手伝いに入る学校や公民館などには認識してもらっ
ています。一番は「市役所」の担当課以外の方々に知っ
てもらえるものにしたい。また、同じように活動する市
外県外の方に知っていただく事です。

２.「◎◎をしているNPO」

⇒分かりやすい軸を作り、HPやSNSで網羅的に
発信。認知をあげ、そういう情報を必要とする人
に見てもらい切磋琢磨できる団体になりたいです。

第１目的は、具体的に、見ても
らいやすい資料としての『活動
報告書』をまとめ、広く周知活
動に使っていきたい。
⇒PPや動画にするなど、
見てもらいやすい形にまとめたい

求める人材

・アイデアだけではなく、それ
を形にすべく伴走し、形にする
までの手伝っていただける方

⇒今年度の活動報告として作りたい

ながとの市民にもっと知ってほしい！情報発信力強化
（とくにNPOとしての活動報告）



昨年度作成した活動報告書①
・記録としての内容を重視 ⇒このイベントごとの資料が３０枚ある。
（収入と費用については、別表にまとめてある）



昨年度作成した活動報告書②
・事業ごとの「一覧」を作成。
・長門市の構想とも連携した資料も作成



支援受入期間 ２ヵ月

支援受入のスタイル リモート（Web会議、メール、電話）での支援を基本とします
（※団体の意向や十分なコロナ対策をとったうえでの現地訪問は可）

・定期開催方式
定期的なWeb会議を開催し、参加したプロボノワーカーから意見やアドバイ
スを募ったり、可能な範囲での作業をお願いしたりします。プロボノワー
カーは団体ごとに構成されたチームとして活動します。

支援受入の希望曜日
希望開始時間

平日：月・水・木・金 10：00~18:00
⇒できれば月・木・土を中心に（報告書作成の担当が月木土なので）。

休日：土・日    10：00~18:00

打合せの開催頻度 隔週１回

現地支援について 支援受入 可

受入希望タイミング： いつでも



楢原ゆうあい会

当団体の活動概要

2007（平成19年）から
下関市豊田町楢原地区を中心に、
花のまちづくりと
自然と歴史の学びの郷の整備、
活用活動を継続
＊道沿い２０００ｍの花植え
＊里山、川での自然体験
＊歴史街道、山城の歴史探訪会
＊お寺での郷土史講座、茶道発
表会、観月会開催
＊街道整備、育苗、草刈り作業
＊活動の定期発表（４回/年）

山城城探訪会

毎年12月第１日曜日に開催



解決したい課題 創出したい成果・成果物

１．整備作業の人力確保
２．活動の継続、発展のため活
動情報を費用をかけずに、容易
に発信したい

１．地域存続の仕組み
２．関係人口の増加
３．学びの郷の有効活用

求める人材

１．情報発信技能者
２．自然、歴史が好きな人

楢原ゆうあい会



支援受入期間

支援受入のスタイル リモート（Web会議、メール、電話）での支援を基本とします
（※団体の意向や十分なコロナ対策をとったうえでの現地訪問は可）

・定期開催方式
定期的なWeb会議を開催し、参加したプロボノワーカーから意見やアドバイ
スを募ったり、可能な範囲での作業をお願いしたりします。プロボノワー
カーは団体ごとに構成されたチームとして活動します。
・リレー方式
団体の担当となったプロボノワーカーに対し、団体側から日程等調整のうえ、
個別にメールやWeb会議等で相談やお願い事をします。課題解決のフェーズ
や課題分野ごとに対応するプロボノワーカーが変わってきます。
・その他

支援受入の希望曜日
希望開始時間

平日： 月 木 19:00〜

休日： 日 20:00〜

打合せの開催頻度 ２週 １回

現地支援について 支援受入 可・否

受入希望タイミング： 開始時

団体名



山口県ボッチャ協会

当団体の活動概要

ボッチャ選手＝重度障害者
外出の機会
地域との交流の機会
自立した日常生活が送れる

障害の有無・老若男女・誰でも

審判

コーチ

選手

サポーター

SA/RO



解決したい課題 創出したい成果・成果物

①アピールツールの作成
動画作成、HP作成、チラシ作成など

・現在、Facebookでの情報発信だけ
・ＨＰが無いので、大会日程、お知らせ、
選手紹介、練習日程、用具、ルール等、
基本的な情報発信が出来ていない

・ITに強い者がいないので、どう取り組
めば良いか分からない。

・ＨＰの運営費用や更新作業などに悩み

①情報発信ツールの充実
②動画制作・チラシの作成
③応援団が増えて行く

求める人材

・IT弱者に寄り添い、アドバイス
頂ける方

・ボッチャが好きな方

山口県ボッチャ協会



支援受入期間 出来るだけ早く開始したい

支援受入のスタイル

・調整さんにより日程調整（月１回程度）
２０時～または２１時～希望

・SNS（LINE又はFacebookのメッセンジャー）を
活用しての情報交換や共有を行う

・無料で作成出来るＨＰの紹介とＩＴ弱者でも発信や
維持が出来る運営などのアドバイス

・動画作成の協力、アドバイス
ボランティアに撮影してもらう動画の企画、絵コン
テ、撮影方法などの手引き、ノウハウ伝授、
撮影後の編集作業についてのアドバイス等

支援受入の希望日時 月水日

支援受入の希望頻度 月１回～2回

山口県ボッチャ協会
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